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横
浜
市
に
は
３
７
７
万
人
が
暮
ら
し
、
18
の
行
政

区
が
市
民
の
日
々
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
最
も

人
口
が
多
い
港
北
区
で
は
37
万
人
近
い
市
民
が
暮
ら

し
て
お
り
、
こ
の
規
模
は
、
中
核
市
の
横
須
賀
市
に

相
当
す
る
規
模
で
す
。
横
浜
市
民
の
生
活
や
実
態
を

よ
り
丁
寧
に
捉
え
る
た
め
に
は
、
市
域
や
区
域
で
捉

え
る
視
点
と
並
行
し
て
、
自
治
会
町
内
会
、
中
学
校

区
域
な
ど
、
よ
り
ミ
ク
ロ
な
視
点
で
市
民
生
活
を
捕

捉
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

中
期
計
画
で
は
、
政
策
９
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
謳
い
、
地
域
活
動
団
体
の
課
題
感
や
悩

み
に
丁
寧
に
寄
り
添
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
型
行
政
の

推
進
、
地
域
の
活
動
に
参
画
で
き
る
人
材
の
発
掘
・

育
成
、
企
業
や
大
学
等
の
多
様
な
主
体
と
の
協
働
、

地
域
活
動
団
体
・
個
人
が
つ
な
が
る
協
働
に
よ
る
地

域
づ
く
り
を
政
策
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
自
治
会
町

内
会
を
中
心
に
地
域
で
活
動
す
る
様
々
な
団
体
が
連

携
し
、
主
体
的
、
継
続
的
に
協
議
・
実
践
で
き
る
基

盤
「
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
地
域
支
援

の
先
に
あ
る
一
つ
の
理
想
形
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。　

体
の
リ
ア
ル
な
声
を
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
市
民
の
歴

史
（
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
※
２
）
と
し
て
記
録

し
、
政
策
効
果
の
検
証
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
団
体
は
、
区
域
に
特
化
し
た
活
動

を
通
じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
る
団
体
、
市
域
レ
ベ
ル
や
広
域
レ
ベ
ル
で
の
活

動
・
中
間
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の
ほ
か
、

高
齢
化
対
策
や
こ
ど
も
の
居
場
所
な
ど
、
横
浜
市
が

直
面
し
て
い
る
政
策
課
題
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
、

顕
著
な
成
果
を
残
し
て
い
る
団
体
な
ど
を
中
心
に
選

定
し
ま
し
た
。
中
期
計
画
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
社
会
課
題

な
ど
か
ら
読
み
取
っ
た
８
つ
の
視
座
（
後
述
）
を
念

頭
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
横
浜
の
色
彩
豊
か
な

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
真
価
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　  

※
１ 

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
：
社
会
や
地
域
に

お
け
る
人
々
の
信
頼
関
係
や
結
び
つ
き
を
表
す
概
念

の
こ
と
。

地
縁
団
体
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
こ
と
を
示
し
ま

す
。

※
２ 

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
：
人
の
記
憶
を
呼

び
さ
ま
し
、
記
録
を
と
り
編
集
し
て
広
く
一
般
に
読

ん
で
も
ら
う
作
業
全
般
を
言
う
。
…
読
む
人
の
心
に

響
く
の
は
、
個
々
の
体
験
が
普
遍
性
を
帯
び
て
い
る

か
ど
う
か
だ
。
（
御
厨
貴
編
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
に
何
が
で
き
る
か
」（
岩
波
書
店
）よ
り
引
用
抜

粋
）。

横
浜
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

協
働
の
地
域
づ
く
り

　

横
浜
で
は
、
市
域
に
設
け
た
市
民
協
働
推
進
セ
ン

タ
ー
と
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
区
域
に
は
各
区

役
所
の
地
域
と
向
き
合
う
体
制
や
各
区
社
会
福
祉
協

議
会
、
各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
中
学
校
区

域
に
は
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど
の
行
政
イ
ン
フ
ラ
を

構
築
し
、
地
域
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
並
行
し
て
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
の

施
策
と
し
て
は
、
地
域
福
祉
保
健
計
画
地
区
別
計
画

の
策
定
・
推
進
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
・
推
進
、
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
や
ま
ち

の
不
燃
化
推
進
事
業
、
地
域
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
、

自
治
会
町
内
会
の
I
C
T
支
援
な
ど
、
時
勢
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
政
策
や
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

 　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地
域
の
担
い
手
不
足

な
ど
に
向
き
合
う
横
浜
市
に
は
、
地
域
に
お
け
る
医

療
的
・
福
祉
的
な
機
能
と
は
別
に
、
社
会
や
地
域
に

お
け
る
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
や
結
び
つ
き
を
示
す

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
※
１
」
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
第
３
章
で
は
、
市
民
生
活
白
書
の
創
刊
趣
旨

で
あ
る
「
市
民
生
活
や
市
政
の
決
算
書
」
に
鑑
み
、

市
政
運
営
を
市
民
目
線
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。
子
育

て
や
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
福
祉
、
多
文
化
共
生
な
ど
、

様
々
な
政
策
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
縁
団

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
の

政
策
と
効
果

市
民
目
線
で
の
政
策
効
果
の
検
証
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市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

言
行
録

「（
卒
業
し
た
大
学
生
に
）六
角
橋
が
良
か
っ
た
と

思
い
出
し
て
も
ら
え
る
の
が
住
み
や
す
い
、戻
っ

て
き
た
い
ま
ち
。卒
業
し
て
も
戻
っ
て
き
た
く

な
る
ま
ち
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
、ま
ち
づ
く

り
の
基
本
に
し
て
い
ま
す
」

（
ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
p
l
u
s
）

「
地
区
支
援
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
の
活

動
を
支
援
し
て
く
れ
る
と
い
う
よ
り
も
む
し

ろ
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
む
仲
間

と
し
て
身
近
で
心
強
い
存
在
で
す
」

（
西
区
第
４
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

「
南
消
防
署
と
南
消
防
団
は
、地
域
防
災
を
進
め

る
際
の
ま
さ
に
車
の
両
輪
の
よ
う
な
関
係
だ
と

思
い
ま
す
。両
方
が
揃
っ
て
初
め
て
、災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
の
で
す
」

（
南
消
防
団
）

「
ま
る
で
実
家
に
暮
ら
す
大
学
生
と
親
、祖
父
母

の
よ
う
な
、ま
さ
に〝
ふ
る
さ
と
左
近
山
〟の

言
葉
に
相
応
し
い
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た
く

さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
」

（
オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま
）

「
市
も
区
も
地
域
住
民
も
、み
ん
な
が
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
さ
く
ら
茶
屋
で
す
が
、わ
た
し
た

ち
は
地
域
住
民
と
わ
た
し
た
ち
の
協
働
作
業
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
さ
く
ら
茶
屋
に
し
し
ば
）

「
行
政
か
ら
の
30
万
円
の
補
助
金
か
ら
、新
し
い

活
動
の
芽
を
育
て
、多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。補
助
金
の
価
値
を
10

倍
、1
0
0
倍
に
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
）

「
外
国
人
に
よ
っ
て
滞
在
歴
や
日
本
語
の
学
習
歴

も
様
々
な
の
で
、支
援
す
る
際
に
も
一
律
で
は

な
い
、柔
軟
な
選
択
肢
を
意
識
し
た
政
策
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
」

（Sharing Caring Culture

）

「（
企
業
の
市
民
活
動
は
）直
接
本
業
の
売
上
げ

に
は
つ
な
が
ら
な
い
取
組
で
は
あ
り
ま
す
が
、企

業
と
し
て
の
信
頼
価
値
は
上
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
ス
リ
ー
ハ
イ
）

「
市
職
員
の
み
な
さ
ん
が
辛
抱
強
く
私
た
ち
に
本

当
に
や
り
た
い
こ
と
は
何
か
問
い
か
け
続
け
て

く
れ
た
こ
と
が
私
た
ち
に
と
っ
て
は
有
り
難
く
、

そ
の
後
の
活
動
の
広
が
り
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

（
こ
ま
ち
ぷ
ら
す
）
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〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している
活動そのものが

脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

00
11
22
33

44
55

インタビューを行った団体等に、５点を基準として自己評価をしていただきました。
特に、団体等が強み・特徴と捉えている視座は、５点を超えた評価となっています。

市民生活と政策効果のインタビュー団体

鶴見川流域
ネットワーキング

まち×学生
プロジェクトplus

西区第4地区
社会福祉協議会

南消防団

さくら茶屋
にししば

スリーハイ

オールさこんやま

こまちぷらす

〈コラム〉
いずみ野キッチン

Sharing Caring
Culture
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地域コミュニティを捉える8つの視座

■
活
動
例
■

　
自
治
会
町
内
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
た
地
域
づ
く
り

　
行
政
と
協
働
し
て
実
施
す
る
学
習
講
座

　
地
元
企
業
や
商
店
街
と
共
催
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
を
実
用
化

他
の
団
体
や
企
業
な
ど
、

多
様
な
主
体
と
協
働
・
共
創
し
て
い
る
。

1
■
活
動
例
■

　
活
動
の
一
環
と
し
て
の
環
境
教
育

　
地
元
野
菜
を
使
っ
た
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー

　
事
務
所
の
照
明
を
L
E
D
化
、
エ
ア
コ
ン
は
省
エ
ネ
商
品

　
廃
棄
物
を
減
ら
し
、
使
え
る
も
の
は
再
利
用(

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
活
動
を
推
進)

活
動
そ
の
も
の
が
脱
炭
素
社
会
の
形
成
や

適
応
策
に
対
応
し
て
い
る
。

2
■
活
動
例
■

　
外
国
人
向
け
の
情
報
誌
発
行

　
在
住
外
国
人
を
対
象
に
し
た
防
災
啓
発

　
外
国
人
も
一
緒
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
ル
ビ
を
ふ
る
、表
現
を
変
え
る
な
ど
、や
さ
し
い
日
本
語
や
日
本
語
以
外
の
案
内
表
記

在
住
外
国
人
と
の
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

3
■
活
動
例
■

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
で
健
康
意
識
を
高
め
る

　
学
生
発
案
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

　
自
治
会
や
商
店
街
が
行
う
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
へ
の
協
力

　
地
域
を
巡
回
す
る
乗
合
自
動
車
の
運
行

福
祉
保
健
や
安
全
安
心
な
ど
、

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

4

■
活
動
例
■

　
多
文
化
親
子
交
流
会
の
実
施

　
多
世
代
が
く
つ
ろ
げ
る
居
場
所
の
提
供

　
気
軽
に
食
事
を
取
り
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
カ
フ
ェ
の
運
営

　
多
団
体
と
連
携
す
る
会
議
体
・
事
業
活
動
を
担
っ
て
い
る

多
様
な
主
体
が
集
い
、交
流
で
き
る

拠
点
・
居
場
所
を
運
営
し
て
い
る
。

5
■
活
動
例
■

　
地
域
の
特
産
品
販
売
を
通
じ
て
、
地
域
経
済
に
貢
献

　
「
若
者
が
ま
ち
で
活
躍
で
き
る
場
」
を
目
指
し
た
活
動

　
公
的
な
補
助
金
や
民
間
の
助
成
金
を
活
用

　
直
接
顔
を
合
わ
せ
、
人
と
の
交
流
が
深
ま
る
定
例
会
の
実
施

人
材(

担
い
手
づ
く
り)

や
資
金
な
ど
、活
動
の

継
続
性
を
意
識
し
て
い
る
。

6
■
活
動
例
■

　
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
料
理
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
の
募
集
・
参
加

　
参
加
す
る
人
た
ち
が
、
相
談
し
な
が
ら
一
緒
に
作
る
サ
ロ
ン
の
開
設

　
活
動
の
理
解
者
を
増
や
す
仕
掛
け
づ
く
り

活
動
そ
の
も
の
の
門
戸
が
開
か
れ
、

住
民
参
加
を
意
識
し
て
い
る
。

7
■
活
動
例
■

　
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動

　
小
中
学
生
の
学
習
支
援

　
図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ

　
小
学
生
の
ま
ち
探
検
へ
の
協
力
、
居
場
所
を
増
や
す
支
援

子
育
て
し
た
い
ま
ち
の
形
成
を
意
識
し
て
い
る
。

8


